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作

田

荘

ー

貨
幣
の
在
内
債
値
ご
封
外
債
値

貨
幣
の
職
分
は
祉
曾
に
於
て
経
漉
債
値
を
分
配
す
る
に
存

L
、
販
資
財
(
他
人
の
需
要
に
肱
じ
て
有
償
的
に
提

供
せ
ら
る
、
貨
物
、
勤
勢
、
権
利
等
)
に
謝
す
る
購
買
カ
た
る
こ
Z
を
以
て
其
特
質
Z
す
る
。
貨
幣
は
共
任
務
ご

L
て
阪
賓
財
の
煩
備
を
測
定
す
る
が
、
貨
幣
白
憶
に
固
有
の
経
済
償
儲
ゐ

h
や
否
や
は
、
貨
幣
論
上
の
一
大
問
題

で
あ
ゐ
。
吾
人
の
所
見
を
約
言
す
れ
ば
、
此
の
国
有
の
償
値
の
有
無
は
貨
幣
の
償
値
の
由
来
に
閲
す
る
問
題
で
あ

っ
て
、
現
に
貨
幣
が
販
貰
財
の
償
備
を
測
定
し
っ
、
あ
る
場
合
に
於
け
る
貨
幣
の
贋
値
の
決
定
に
閲
す
る
も
の
で
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世
界
白
貨
幣
交
誼

は
な
い
。
貨
幣
は
最
初
に
庚
〈
需
要
き
る
、
財
貨
の
中
よ
り
選
捧
さ
れ
て
、
交
換
媒
介
及
び
痕
値
測
定
の
任
務
を

論

叢

第
十
九
血
管

(
第
三
韓

O 

奥
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
任
務
に
堪
ゆ
る
に
は
貨
幣
自
身
に
刺
用
度
値
を
内
容
さ
す
る
交
通
僚
値
の
存
す

る
こ
z
e
f
必
要
吉
す
る
。
併
L
庚
く
需
要
き
る
、
古
云
よ
こ
さ
は
多
穫
の
財
貨
Z
交
換
さ
れ
得
る
ご
云
ム
こ
己
で

あ
っ
て
、
此
の
特
質
は
巳
に
利
用
綴
備
を
内
容
Z
す
る
交
通
煩
値
以
外
に
流
通
用
具
Z
し
て
の
貨
幣
特
有
の
債
値

を
包
曲
概
し
て
居
る
。
貨
幣
の
洗
通
が
普
及
し
且
つ
確
寅
吉
な
る
仁
従
っ
て
、
貨
鮮
は
英
資
料
に
存
す
る
交
通
債
値

よ
h
も
寧
λ
其
の
庚
汎
な
る
交
換
能
力
り
具
有
者
Z
し
て
の
贋
値
を
一
屠
多
〈
帯
ぶ
る
こ
吉
、
な
り
、
最
後
に
は

会
〈
資
料
の
交
通
償
値
を
捨
て
去
っ
て
軍
に
交
換
能
力
ご
し
て
の
侵
値
の
み
に
到
達
せ
ん
ご

L
て
居
る
。
斯
の
如

き
が
郎
も
貨
幣
の
債
値
の
由
来
で
め
る
が
、
現
に
販
資
財
吉
崎
立
す
る
貨
幣
的
煩
低
如
何
芭
言
へ
ば
、
貨
幣
の
作

用
は
専
ら
販
責
財
を
取
得
す
べ
き
一
般
交
換
能
力
、
却
も
勝
買
力
を
質
現
す
る
に
存
し
、
此
の
販
費
財
£
購
買
力

ご
の
艶
立
閥
係
が
貨
瞥
の
須
佐
を
決
定
す
る
。
而
し
て
其
蕗
に
は
金
貨
Z
紙
幣
ご
の
資
料
煩
値
の
差
異
は
問
題
ご

な
ら
な
い
。
金
は
金
で
居
る
開
花
け
特
別
仁
優
待
さ
晶
、
も
、
金
貸
さ
な
れ
ば
紙
片
の
貨
幣
さ
資
格
仁
於
て
採
よ

所
な
〈
、
曜
に
購
買
力
ご
し
て
の
債
値
ゐ
る
に
渇
ぎ
な
い
。
金
貨
を
作
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
世
間
は
其
に
り
の
金

の
岡
崎
値
を
失
ふ
の
で
ゐ
る
。

今
日
の
貨
幣
は
園
家
の
一
制
度
ご
な
り
、
園
内
に
於
て
確
寅
な
る
購
買
力
芭
し

τ働
い
て
居
る
が
、
調
外
交
通

が
系
統
的
、
秩
序
的
に
行
は
阜
、
現
代
に
あ
-
り
て
は
鴎
外
に
封
し
て
も
其
の
購
買
カ
を
後
揮
し
得
る
の
で
あ
る
。



従
っ
て
一
闘
の
貨
幣
の
煩
伎
は
在
内
冊
目
値
Z
劃
外
債
値
ご
の
二
方
面
に
区
別
せ
ら
る
、
。
内
岡
市
場
の
販
貢
財
に

劃
す
る
貨
幣
の
購
買
カ
が
在
内
債
倣
で
ゐ
h
ノ
、
外
岡
市
場
の
販
貢
期
仁
劃
す
る
購
買
力
が
謝
外
債
値
で
ゐ
つ

τ、

二
者
は
並
立
し
て
同
一
貨
幣
の
二
方
面
の
極
力
を
一
不
す
。
従
来
の
通
話
は

一
因
貨
幣
t
外
岡
貨
幣
ご
の
交
換
比

率
、
主
ご
し
て
震
替
債
低
を
以
一
て
其
の
野
外
債
佐
古
稽
し
て
居
る
が
、
是
は
正
営
で
な
い
。
貨
幣
の
債
位
は
専
ら

主
(
の
購
買
力
に
現
は
る
、
。
従
っ
て
劉
外
債
備
を
潟
替
償
低
Z
見
る
か
時
間
た
外
岡
市
場
に
謝
す
る
購
買
カ
正
見
る

一
に
外
岡
貨
併
を
貨
物
之
見
る
か
賂
た
貨
幣
吉
見
る
か
に
由
っ
て
定
ま
る
の
で
ゐ
る
。
ー
震
替
手
形
は
一
種

の
商
品
ご
し
て
責
買
き
る
、
が
、
主
(
手
形
債
権
の
目
的
物
は
外
国
貨
情
で
あ
り
、
叉
手
形
に
よ
ら
ま
る
内
外
貨
幣

戸
φ
」

1

1
t
 

闘の
貨両
官干替
z: ~~ 
代、
替、ー
せ閲
ら貨
る幣
、を
他輪
閥主主
のし
貨て

幣他
は l刻
版貨
票幣
貝'fこ

2墨
やす
購る
毛主 詰-

71長
会も
る

あ
や
仁る

長か
ら

す

れJlb
は脚
よ可
いを
。包

然予
るレ
にて

1<:. 
t 

A 、

他

一
般
に
白

回
の
貨
幣
正
雄
も
販
資
財
を
購
買
す
る
以
外
に
は
何
の
殺
能
も
有
し
な
い
、
主
(
貼
は
不
換
紙
併
に
就
て
見
れ
ば
朋

白
で
あ
る
。
購
買
の
意
味
を
燐
張
す
れ
ば
、
骨
岬
替
は
他
岡
の
購
買
力
を
購
買
す
る
ご
言
ひ
得
ら
る
、
が
、
立
(
は
遁

例
謂
ふ
所
の
販
責
財
劉
購
買
力
の
関
係
ご
は
別
で
あ
る
。
購
買
Z
云
ム
は
一
般
に
須
佐
を
代
表
す
る
能
力
を
給
付

L
て
特
定
の
債
儲
ゐ
る
財
を
取
得
す
る
こ
ご
で
あ
る
。
刷
局
替
は
白
闘
の
債
佐
代
表
物
を
奥
へ

τ他
闘
の
債
依
代
表

物
を
取
る
こ
ご
で
あ
h
、
阿
佐
質
の
財
の
交
換
で
あ
っ
て
代
表
物
芭
特
定
物
古
の
交
換
で
は
な
い
。
自
他
貨
幣
の

交
換
は
互
に
他
岡
市
場
に
於
け
る
購
買
力
を
得
ん
が
縛
め
で
あ
る
。
震
替
は
他
国
貨
幣
を
も
貨
惰
ご
し
て
取
扱
ふ

罰百
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世
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問

)

も
の
で
、
他
闘
の
購
買
力
を
取
得
す
る
は
購
買
に
あ
ら
守
し
て
自
他
の
購
買
力
の
代
替
で
あ
る
。
殊
に
他
闘
の
貨

論

設

世
界
の
貨
幣
交
祖

第
十
九
番

幣
が
之
を
白
岡
よ
h
見
る
も
術
ほ
貨
幣
=
見
ら
る
、
所
以
は
、
近
代
の
各
国
民
経
済
が
進
歩
せ
る
貨
幣
交
通
制
を

具
へ
、
是
等
の
均
し
き
組
織
を
有
す
る
交
通
経
済
が
封
等
の
地
位
に
於
て
結
合
き
れ
、
自
然
秩
序
の
下
に
世
界
経

携
な
る
一
大

L

父
遇
系
統
を
形
成
L
居
れ
る
事
貴
仁
基
〈
。
購
買
の
矯
め
に
貨
幣
の
代
替
を
行
ふ
は
恰
も
他
岡
文
書

の
郁
需
の
如
〈
、
白
闘
語
も
他
国
語
も
共
に
思
想
後
表
の
道
具
で
あ
っ

τ、
並
存
せ
る
国
語
を
代
替
し
て
互
に
他

閣
の
思
想
を
知
る
に
類
似
し
て
居
る
o

倫
ほ
畑
判
逸
卒
者
の
中
に
は
、
金
貨
ご
不
換
紙
幣
ご
の
間
に
債
低
の
開
き
を
生
じ
、
市
場
に
於
て
主
も
に
紙
幣
が

流
通
す
る
場
合
に
、
紙
幣
の
市
場
に
於
け
る
購
買
力
を
在
内
債
値
回
一

E
2
5見
守
」
呼
び
、
紙
幣
の
金
貨
に
謝
す
る

代
替
債
値
を
劃
外
償
佑
〉
自

ω
0
2
2
z稀
す
る
者
多
き
も
、
こ
れ
亦
不
嘗
の
命
名
で
あ
る
。
一
図
の
貨
幣
を
構
成

す
る
本
位
貨
幣
聞
又
は
通
貨
聞
の
交
換
比
率
は
在
内
代
替
償
値
で
あ
っ
て
封
外
代
替
償
値
ご
謝
立
す
る
。
又
紙
幣

の
岡
内
に
於
け
る
購
買
力
は
主
も
に
流
通
す
る
一
貨
幣
の
在
内
購
買
煩
値
1

|
軍
に
在
内
債
値
Z
呼
よ
も
の
1

|

た
る
に
止
ま
り
、
今
の
濁
逸
に
於

τも
其
他
に
、
現
賞
に
は
流
通
せ

F
る
も
園
内
ド
於
て
購
買
力
を
有
す
る
金
貨

が
存
在
し
、
此
に
も
在
内
隣
買
僚
値
が
あ
る
。
貨
悌
制
度
の
整
へ
る
闘
に
て
は
、
箪
一
又
は
統
一
本
位
制
及
び
複

A
官
通
貨
制
を
保
持
L
、
異
穏
本
位
貨
融
市
間
又
は
遁
貨
聞
の
交
換
比
率
な
る
も
の
は
存
し
な
い
v

。
主
(
が
整
は
ぎ
る
支

那
の
如
き
は
、
諸
地
方
仁
疏
通
す
る
異
稲
の
本
位
貨
幣
聞
及
び
通
貨
聞
に
国
際
に
於
け
る
ご
同
様
な
る
園
内
規
替



相
場
が
成
立
し
、
且
つ
日
々
謹
訪
す
る
こ
芭
が
常
態
芭
な
っ
て
居
る
。
獅
逸
に
於
て
二
十
金
?
y
o
'
に
封
す
る
紙

7

u

p

ク
幾
許
吉
一
五
ふ
両
替
相
場
が
殺
生
せ
る
は
貨
幣
制
度
が
破
綻
せ
る
結
果
で
あ
り
、
而
か
も
金
貨
が
向
ほ
存
在

し
て
紙
幣
ご
の
間
に
代
替
償
値
を
生
じ
、
川
明
幣
ピ
並
ん
で
貨
幣
の
在
内
債
値
を
二
重
に
成
立
せ
し
め
居
る
こ
Z
を

示
す
も
の
で
ゐ
品
。

v
v
J
7
y
マ
u
y
h

グ
が
後
行
き
れ
て
も
此
の
吠
態
に
愛
ー
り
は
な
い
。

斯
の
如
〈
一
同
貨
幣
の
在
内
債
値
は
、
軍
一
に
、
又
は
多
重
な
ら
ば
在
内
代
替
煩
低
を
生
じ
っ
、
、
説
れ
に
し

て
も
内
岡
市
場
に
於
て
貨
幣
が
販
貢
財
を
購
買
す
る
能
力
で
あ
る
。
之
ご
並
ん
で
一
国
貨
惜
の
封
外
債
儲
は
、
外

閥
貨
幣
を
過
は
L
て
外
岡
市
場
の
販
資
財
を
購
買
す
る
能
力
で
あ
る
。
関
内
に
て
は
直
接
に
販
責
財
Z
購
買
カ
Z

が
相
劃
す
る
の
み
な
る
が
、
自
他
雨
闘
の
関
係
に
あ
っ
て
は
其
上
仁
、
自
闘
に
於
け
る
販
資
財
ピ
購
買
力
Z
を
謝

立
せ
し
む
る
貨
幣
交
通
ピ
他
闘
に
於
け
る
問
問
責
財
正
購
買
力
Z
を
樹
立
せ
し
む
る
貨
幣
交
通
ご
が
更
に
相
調
関
係

を
成
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

一
闘
貨
幣
の
劃
外
債
値
は
内
外
貨
幣
の
交
換
比
率
郎
も
劃
外
代
替
問
偶
佐
古
外
国
貨
幣
の
共
闘
に
於
け
る
購
買
力

却
も
在
内
間
関
低
一
ご
を
相
乗
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
其
の
費
外
債
値
の
高
低
は
代
替
慎
低
及
び
外
岡
貨
幣
の

在
内
積
値
の
高
低
に

E
比
す
る
。
換
言
す
れ
ば
一
因
貨
幣
が
購
買
す
べ
き
外
関
市
場
に
於
け
る
販
責
財
の
一
般
債

格
、
即
も
劃
外
物
債
の
高
低
は
、
支
梯
建
仁
よ
る
潟
替
師
恒
松
及
び
外
岡
市
場
の
在
内
物
債
の
高
低
に
正
比
す
る
の

で
あ
る
。論

叢

世
界
の
貨
幣
交
誼

第
十
丸
谷

(
第
三
貌

五
) 

= 



論
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世
界
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究
調
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四

一
国
貨
幣
の
在
内
債
値
ご
掛
外
債
位
三
は
無
保
件
通
用
範
園

ω内
Z
外
ご
に
於
け
る
一
一
?
の
市
場
に
濁
す
品
同

一
貨
幣
の
購
買
カ
を
指
す
の
で
ゐ
る
か
ら
、
同
穂
の
販
責
財
に
徴
し
て
内
外
の
市
場
の
敦
れ
が
高
き
か
低
き
か
を

察
易
に
比
較
し
得
ぺ
〈
、
貨
幣
は
裳
岡
国
佳
を
高
〈
認
め
ら
る
、
市
場
に
向
っ
て
遜
動
す
る
。

一
間
の
貨
幣
も
此
の

内
外
岡
市
場
を
遁
じ
て
活
動
す
る
朕
態
か
ら
、
世
界
貨
併
の
資
格
を
受
け
来
る
の
で
あ
る
。

ーー

国
民
貨
幣
ご
世
界
貨
幣

一
国
民
の
貨
幣
も
固
定
貨
幣
成
立
以
前
若
〈
は
成
立
後
其
が
破
壊
さ
れ
た
る
場
合
の
複
雑
貨
幣
に
あ
っ
て
は
、

異
積
貨
幣

ω聞
に
代
替
債
依
を
生
喧
し
め
、
殊
に
立
(
等
が
地
方
的
に
流
通
匝
域
を
限
ら
る
、
ご
き
は
匁
替
相
場
さ

へ
も
成
立
せ
し
む
る
。
現
代
の
建
歩
せ
る
閤
民
経
済
は
国
家
の
志
士
山
統
制
の
下
に
立
つ
交
通
経
済
で
あ
っ
て
、
其

組
織
の
一
を
な
せ
る
貨
幣
交
通
は
岡
家
の
立
法
に
由
っ
て
制
定
さ
れ
た
る
同
単
純
貨
幣
の
濁
占
場
ご
な
り
、
主
(
蕗
に

は
圏
内
に
於
け
る
貨
幣
の
代
替
債
依
を
戒
立
せ
し
む
る
伶
地
な
き
に
至
っ
た
。
而
し
て
代
替
居
間
値
は
鴎
内
を
肱
し

て
閥
際
に
現
は
れ
た
o
各
闘
の
剛
定
貨
幣
の
問
に
代
替
優
位
を
生
じ
た
る
こ
Z
は
、
世
界
に
於
げ
る
貨
幣
交
通
の

術
ほ
不
完
全
な
る
を
示
す
所
以
な
る
が
、
同
時
に
其
は
、
曾
て
代
替
を
必
要
正
し
た
る
不
完
全
な
る
岡
氏
貨
幣
に

相
自
営
し
て
不
完
全
な
が
ら
も
巳
に
世
界
貨
幣
の
存
在
す
る
こ
ご
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

闘
民
経
糖
が
在
内
交
通
方
面
Z
劃
外
交
通
方
面
ご
を
併
有
す
る
如
く
、
岡
氏
貨
幣
も
亦
在
内
通
用
ご
針
外
通
用



Z
の
二
方
面
を
有
す
る
。
前
者
は
無
傑
件
の
通
用
に
し
て
、
後
者
は
各
園
共
に
悶
定
貨
幣
制
度
を
有
す
る
事
情
に

よ
h
内
外
貨
併
の
取
換
を
経
て
始
め
て
可
能
ご
な
ち
、
是
等
は
其
々
先
き
に
述
べ
た
る
在
内
田
闇
値
及
び
謝
外
調
値

に
茸
一
根
擦
を
布
す
る
。
英
国
の
穆
は
巳
に
久
し
〈
、
米
岡
の
弗
は
近
頃
Z
な
b
て
欧
大
陸
仁
於
て
も
受
取
ら
れ
、

直
接
に
園
境
外
に
も
通
用
す
る
如
〈
見
ゆ
る
が
、
是
ご
て
も
嘗
時
の
矯
替
相
場
に
依
h
使
用
地
の
貨
幣
に
換
算
さ

れ
て
受
取
ら
る
、
が
故
に
、
使
用
地
は
外
国
で
あ
っ
て
も
や
は
り
取
換
を
要
す
る
野
外
通
用
で
あ
る
。
此
の
一
図

貨
幣
が
外
闘
の
貨
幣
古
代
替
さ
れ
其
外
因
の
圃
定
貨
幣
を
用
う
る
・
」
ご
を
、

一
因
貨
幣
の
園
内
通
用
さ
同
様
に
通

周
吉
一
五
ひ
切
る
こ

Z
に
就
て
は
或
は
反
針
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
貨
幣
の
通
用
Z
は
購
買
カ
を
費
現
す
る

噌
}
己
で
あ
り
、
購
買
力
の
外
仁
穀
能
の
な
い
γ

も
の
が
芸
の
能
力
を
後
揮
す
る
以
上
は
之
を
団
地
用
吉
一
苫
ふ
を
妨
げ
な

ぃ
。
唯
だ
在
内
通
用
が
直
接
に
且
つ
国
家
統
制
の
下
に
強
制
さ
る
、
に
針
し
、
担
割
外
通
用
は
間
接
に
且
つ
全
く
白

/ 

然
作
用
ご
し
て
行
は
る
、
結
を
異
に
す
る
。

一
閥
貨
幣
の
掛
外
通
用
は
内
外
貨
幣
の
取
換
を
前
提
言
す
る
が
、
貨
幣
制
度
の
整
へ
る
闘
が
然
ら

F
る
他
閣
さ

貿
易
を
行
ム
場
合
に
は
内
外
貨
幣
の
取
換
が
固
滑
に
行
は
れ
な
い
。
蓋
し
其
他
国
の
貨
幣
交
通
が
杢
闘
に
普
及
せ

ゴ
る
か
、
又
は
他
闘
に
於
て
白
岡
民
が
熟

L
易
h
r

ら
ま
る
貨
幣
交
通
の
慣
習
を
有
す
る
か
、
若
〈
は
他
国
の
貨
幣

が
提
雑
貨
幣
で
あ
り
其
聞
に
贋
値
の
相
違
及
び
幾
動
あ
る
古
事
其
の
貨
幣
を
受
取
っ
て
ま
(
他
闘
の
貨
物
を
購
買
す

る
こ
さ
が
偉
業
上
不
便
又
は
危
険
な
る
か
の
場
合
に
於
て
は
、

一
穏
擾
態
の
国
際
貨
融
市
交
通
を
生
中
る
。
斯
か
る

前

童生

世
界
四
貨
幣
交
通

第
十
九
巻

(
第
三
股

七
)

E 
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プミ

場
合
に
は
先
進
闘
に
於
て
相
手
国
民
が
信
用
す
る
Z
考
へ
ら
毛
、
特
殊
の
貿
易
貨
幣
を
用
ゐ
、
先
づ
之
を
輿
へ
て

相
手
闘
の
貨
物
を
買
取
り
、
次
に
此
の
貨
幣
に
限
h
て
白
閣
の
貨
物
を
寅
渡
官
方
法
を
ご
る
。
先
進
闘
民
は
貿
易

貨
幣
を
使
用
す
る
に
由
っ
て
他
国
貨
幣
を
収
受
す
る
不
便
叉
は
危
険
を
避
付
、
相
手
闘
民
ご
亦
乱
雑
な
る
白
閥
貨

幣
よ
り
も
寧
ろ
品
位
及
量
目
の
一
定
せ
る
、
且
つ
償
値
の
差
異
制
捜
動
少
な
き
貿
易
貨
幣
ケ
喜
ん
で
使
用
す
る
。
古

〈
は
壊
太
利
の
マ
す
ノ
ア

-
7
v
v
ァ、

タ

1
v
w
の
如
き
近
く
は
東
洋
市
場
に
於
て
今
向
ほ
行
は
る
、
墨
銀
貨
、
香

港
銀
貸
等
が
其
で
あ
る
o

我
闘
も
初
め
外
岡
よ
h
貿
易
銀
貨
を
差
向
け
ら
れ
、
突
で
自
ら
貿
易
銀
貨
を
制
定
L
、

後
に
之
を
闘
内
通
貨
に
引
直
し
た
。
支
那
の
閥
定
銀
元
も
略
ぽ
同
様
の
筏
踏
を
取
っ

τ後
生
し
た
が
、
国
定
通
貨

が
不
足
又
は
不
良
な
る
故
に
開
港
場
に
は
倫
ほ
外
国
製
の
貿
易
銀
貨
が
流
通
し
、
幾
分
は
術
ほ
内
地
に
も
入
込
ん

で
居
る
o

斯
の
如
き
国
際
貿
易
専
用
の
貨
幣
は
純
然
た
る
闘
際
貨
幣
で
あ
っ
て
、
此
あ
ら
ば
別
仁
内
外
貨
幣
の
取

換
を
必
要
吉
し
な
い
v
o

否
な
極
端
に
言
へ
は
未
だ
貨
幣
交
通
制
を
有
せ

5
る
未
開
園
民
で
あ
っ
て
も
、
又
Y
グ
エ

ツ
ト
露
両
頭
が
最
初
に
企
て
た
も
如
〈
園
内
の
貨
幣
交
通
制
を
廃
止
す
る
ご
し
て
も
、
貿
易
貨
幣
が
存
在
し
若
〈

は
外
国
貨
幣
を
其
の
ま
、
一
貿
易
貨
幣
に
使
用
し
、
之
に
由
っ
て
貿
易
を
行
ふ
な
ら
ば
、
自
ら
全
く
貨
幣
を
有
せ
宇

さ
も
岡
際
貨
幣
交
通
を
行
ひ
得
る
。
新
か
る
国
民
貨
幣
を
有
せ

F
る
場
合
は
暫
ら
〈
殺
い
て
、

ご
も
か
〈
専
用
の

図
際
貨
幣
を
使
用
す
る
こ
ご
は
一
臆
は
閥
際
交
通
上
甚

r便
利
で
あ
る
。
さ
れ
H

と
新
の
如
き
は
一
闘
民
経
務
を
な

せ
る
在
内
貨
幣
交
語
、
己
劃
外
貨
幣
交
通
古
仁
就
て
別
殊
の
貨
幣
を
用
う
る
こ
ご
で
め
る
か
ら
、
国
民
貨
幣
が
一
種



の
複
雑
貨
幣
制
吉
な
り
、
国
民
貨
幣
交
通
の
統
一
を
奈
る
も
の
で
あ
る
。
新
〈
て
後
進
闘
が
貨
幣
制
度
を
整
へ
軍

純
貨
幣
制
を
立
つ
る
に
至
れ
ば
、
或
は
貿
易
貨
幣
を
其
ま
、
岡
内
通
用
貨
幣
ご
す
る
か
、
或
は
貿
易
貨
幣
の
通
用

を
禁
じ
て
闘
内
活
用
貨
幣
を
井
せ
て
劃
外
通
用
仁
差
向
け
る
か
に
よ
っ
て
、
同
際
交
通
専
用
の
貨
併
を
消
滅
せ

L

め
、
之
に
代
っ
て
内
外
貨
惰
の
取
換
を
必
要
な

ιし
む
る
に
至
る
の
で
あ
る
o

世
界
大
戦
後
、
濁
逸
の
幣
制
が
素

乱
す
る
に
及
び
、
輸
出
口
問

ω中
に
は
債
格
を
定
む
る
に
金
7

F

夕
、
又
は
一

v
w
y

ン
グ
若
〈
は
四
分
の
一
ダ
ラ

I

を
車
位
ご
せ
る
も
の
あ
る
に
至
っ
た
が
、
是
等
の
貨
幣
単
位
は
一
穣
の
貿
易
専
用
の
園
際
貨
幣
吉
見
倣
し
て
差
支

な
い
。
其
ほ
刊
と
濁
逸
の
幣
制
は
逆
縛
し
た
が
、
近
時
v
y
-プ
Y
7
y
p
を
品
現
行
し
て
表
面

rり
は
此
の
逆
勢
を
挽

回
し
得
た
の
で
あ
る
。

以
上
場
げ
た
る
貿
易
貨
幣
は
先
準
岡
正
筏
準
閥
己
の
問
仁
於
り
る
特
殊
の
闘
際
貨
幣
な
る
が
、
近
時
大
戦
後
仁

於
け
る
一
般
閥
際
貸
借
交
通
の
退
縛
せ
る
に
顧
み
、
国
際
銀
行
を
設
立
し
閥
際
免
換
券
を
後
行
し
よ
う
ご
一
五
ふ
意

見
が
頻
り
に
唱
へ
ら
れ
て
居
る
。
其
は
謂
は
い
闘
際
交
通
専
門
の
旦
ス
ベ
ラ
Y

ト
貨
併
を
創
定
せ
ん

Z
す
る
計
書

で
あ
る
。
併
し
言
語
交
過
ご
蓬
ひ
貨
幣
交
通
は
数
字
の
仕
事
で
あ
る
か
ら
、
各
国
の
貨
幣
制
度
を
確
立
し

E
つ
闘

際
免
替
組
織
を
輩
固
な
ら
し
む
る
こ
ご
を
努
む
る
な
ら
ば
、
必
し
も
国
際
貨
幣
を
要
し
な
い
。
否
寧
ろ
困
を
エ
ス

ペ
-
フ

V

ト
貨
常
に
引
直
は
し
、
一
具
に
エ
月
ベ
ラ
y
ト
貨
幣
を
傍
其
他
に
引
直
は
す
よ
り
も
、
震
替
組
織
じ
よ
り
て

定
に
園
を
勝
美
他
に
引
直
ほ
す
方
が
便
宜
で
あ
る
。
ヌ
闘
際
貨
幣
を
創
設
す
る
古
も
‘
之
に
よ
っ
て
欧
大
陸
諸
岡

自前

叢

世
界
四
貨
融
市
交
通

第
十
九
巷

(
第
三
競

丸
) 
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J、

の
幣
制
の
奈
乱
を
救
携
す
る
ニ
ご
は
出
来
な
い
か
ら
、
之
を
賞
行
す
る
吉
も
結
局
は
利
己
的
な
る
諸
民
主
義
者
を

利
L
、
岡
際
貨
幣
交
通
を
一
屠
煩
斑
な
ら
し
む
る
じ
止
ま
る
で
ゐ
ら
ふ
。

上
越
の
如
吉
国
際
交
通
専
任
の
閥
際
貨
幣
な
き
場
合
に
於

τも
閥
民
貨
幣
制
度
が
整
頓
す
る
に
至
れ
ば
、
内
外

貨
幣
の
取
換
に
よ
り
て
一
闘
の
貨
幣
を
確
貨
に
外
闘
に
も
使
用
し
得
る
。
此
の
各
岡
貨
幣
の
封
外
通
用
が
系
統
的

秩
序
的
ご
な
る
ご
き
は
、
其
が
一
般
に
一
旦
る
闘
際
貨
幣
交
通
で
あ
っ

t
、
此
の
任
務
を
謹
〈
す
限
り
に
於
て
一
因

の
貨
幣
も
岡
際
貨
幣
の
中
に
列
す
る
こ
言
、
な
る
。
之
ご
相
並
ん
で
一
悶
貨
幣
が
専
ら
囲
内
に
通
用
す
る
方
而
は

園
内
貨
幣
に
外
な
ら
ぬ
。
此
の
無
保
件
に
購
買
力
を
後
現
す
る
園
内
貨
幣
た
る
方
面

Z
取
換
の
傑
件
の
下
に
何
闘

に
於
て
も
購
買
力
を
後
現
し
得
る
図
際
貨
幣
た
る
方
面
ご
を
綜
合
し
て
見
る
ご
き
は
、
其
蕗
仁
岡
民
貨
幣
が
世
界

貨
幣
の
資
格
を
有
す
る
こ
ご
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
。
尤
も
園
、
時
間
、
弗
ご
云
ふ
が
如
き
一
闘
特
有
の
貨
幣
を
目

し
て
世
界
貸
借
ご
稽
す
る
は
穏
嘗
を
快
ぎ
、
世
界
貨
幣
ご
言
へ
ば
世
界
各
国
の
貨
幣
同
盟
に
よ
り
て
成
立
す
る
軍

一
の
貨
幣
で
な
け
れ
ば
な
ら
肉
ご
考
へ
ら
れ
易
い
o

併
し
吾
人
は
意
志
統
制
組
織
の
闘
民
経
済
が
厳
存
す
る
Z
同

時
に
、
叉
自
然
結
合
組
織
の
世
界
経
携
が
現
在
す
る
さ
見
る
同
じ
考
へ
方
を
以
て
、
人
矯
的
立
法
に
由
っ
て
成
立

す
る
園
民
貨
幣
が
存
す
る
ご
同
時
に
、
自
然
的
に
各
闘
の
貨
幣
が
世
界
貨
幣
た
る
機
能
を
共
有
す
る
ご
見
る
の
で

ゐ
る
。
支
那
じ
ゐ
'
り
て
は
各
地
方
の
各
積
の
貨
幣
が
閥
内
潟
替
組
織
を
団
地
じ
て
自
然
的
に
園
民
貨
幣
の
一
固
を
成

L
て
居
る
o

之
さ
等
し
〈
世
界
に
於
て
は
各
国
の
固
定
貨
幣
が
岡
際
免
替
組
織
を
通
じ
て
相
互
に
代
替
さ
れ
っ
、

i‘ 



到
る
所
に
購
買
力
を
接
掠
し
て
居
る
。
世
界
は
自
然
的
な
が
ら
も
己
に
一
回
の
経
済
交
通
系
統
を
成
し
、
各
闘
に

於
け
る
販
貢
財
艶
購
買
力
の
貨
幣
交
通
制
は
意
志
的
秩
序
に
よ
り
て
自
立
す
る
ご
同
時
に
、
自
然
的
に
密
接
に
逮

給
さ
れ
て
、
図
々
の
販
貰
財
が
一
方
の
側
に
、
図
々
の
購
買
力
が
他
方
の
側
に
立
ち
、
財
貨
の
流
通
方
式
が
交
換

よ
り
古
賀
買
に
進
樽
し
居
る
の
で
あ
る
。

各
闘
を
通
じ
何
回
底
仁
於
て
も
直
ち
に
購
買
力
を
後
揮
L
得
る
貨
幣
が
出
現
す
る
な
ら
ば
、
主
(
が
世
界
貨
幣
な
る

こ
さ
は
何
人
も
疑
を
挟
ま
な
い
。
斯
の
如
き
は
箪
純
世
界
貨
幣
で
あ
る
。
然
る
に
現
代
に
見
る
世
界
貨
幣
な
る
も

の
は
、
闘
内
乗
闘
際
購
買
力
た
る
圏
、
叶
師
、
弗
等
数
十
稀
の
岡
氏
貨
幣
が
並
立
し
、
相
互
に
代
脊
苫
れ
つ
、
世
界

市
場
に
於
吋
る
販
責
財
に
揖
立
し
居
る
奴
態
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
吾
人
は
之
を
複
雑
世
界
貨
幣
芭
呼
ぶ
。
先
き

に
遁
ぺ
た
る
知
(
、
閥
民
貨
幣
正
雄
も
岡
家
が
軍
一
一
え
は
統
一
本
位
制
を
確
立
す
る
に
至
っ
て
始
め
て
軍
純
貨
幣

さ
な
っ
た
が
、
共
以
前
は
慣
行
に
由
っ
て
各
別
に
償
伎
の
基
準
ご
な
れ
る
数
積
の
貨
幣
が
品
開
立
せ
る
複
雑
貨
幣
で

あ
っ
た
。
貨
幣
の
観
念
は
形
態
を
異
に
し
時
代
に
よ
っ
て
捷
化
す
る
筒
々
の
鶏
貨
を
意
味
し
な

ν
で
、
時
代
を
遇

じ
て
一
貫
せ
る
購
買
力
た
り
、
又
一
定
の
流
通
地
域
に
一
日
7
り
て
一
統
せ
る
購
買
力
た
る
黙
に
存
す
る
。
此
意
味
の

貨
幣
は
無
形
的
な
れ
ぎ
具
程
的
な
手
賞
在
で
ゐ
る
o

此
の
無
形
の
貨
幣
を
構
成
す
る
有
形
の
表
現
物
が
卸
も
通
貨

で
あ
る
。
併
し
世
界
貨
幣
た
る
園
、
時
間
、
弗
等
は
如
上
の
意
味
に
於
け
る
通
貨
で
な
い
こ
ご
は
勿
論
で
あ
る
が
、

叉
其
等
の
一
々
が
直
に
会
き
意
義
の
世
界
貨
幣
で
も
な
い
。
世
界
貨
鮮
は
多
積
の
本
位
を
並
年
せ
L
h
u
る
複
雑
貨

論

議

世
界
白
貨
僻
交
誼
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幣
で
あ
っ
て
、
岡
、
碗
、
弗
等
が
自
然
的
に
聯
帯
し
て
一
の
金
量
世
界
貨
怖
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
世
界
貨
幣

は
謂
は
い
V

閤
民
貨
幣
の
綜
合
で
あ
る
が
、
其
は
決
し
て
其
等
の
通
性
を
取
れ
る
抽
象
的
観
念
で
は
な
い
o

共
通
貨
幣
さ
別
珠
貨
幣

世
界
賃
借
は
自
然
の
ま
肱
果
た
る
に
止
ま
ち
、
法
制
上
よ
り
見
れ
ば
各
閤
貨
幣
が
皆
濁
自
の
成
立
基
礎
を
有
し
互

に
相
通
十
る
所
は
な
い
。
苫
れ
ど
其
の
貨
幣
成
立
の
権
威
を
外
に
し
て
車
に
其
の
経
済
的
機
能
の
特
徴
を
見
る
さ

き
は
、
各
国
の
貨
惜
の
聞
に
於
て
共
通
の
流
通
性
を
有
す
る
も
の
ご
然
ら

F
る
も
の
ご
が
あ
る
o
設
惑
の
便
宜

一
を
世
界
貨
幣
中
の
共
通
貨
幣
ご
呼
び
、
他
を
其
中
の
別
殊
貨
幣
t
稗
す
乙
。
同
一
の
金
属
を
本
位
正
し
、

上其
通
貨
の
自
由
供
給
及
び
自
由
聡
出
を
許
せ
る
図
々
の
間
|
|
金
貨
問
又
は
銀
貨
闘
の
問
|
|
に
於
て
は
、

岡

の
貨
幣
が
其
資
料
を
援
へ
守
、
軍
に
鋳
造
上
の
形
態
を
愛
へ
る
の
み
に
て
他
聞
の
貨
幣
ご
な
り
得
る
が
故
に
、
其

金
属
は
恰
も
貿
易
貨
惜
の
如
害
岡
際
通
用
性
を
有
L
、
各
国
特
定
の
貨
幣
形
態
を
古
る
に
よ
っ
て
其
々
の
園
内
通

用
牲
を
取
得
す
毛
O

従
っ
て
此
種
の
貨
鮮
は
其
等
の
闘
の
問
に
貨
情
成
立
の
自
然
的
基
礎
を
同
ふ
し
、
彼
此
相
通

じ
て
一
闘
内
の
貨
幣
の
如
き
作
用
を
な
す
。
主
(
が
共
通
貨
幣
で
あ
る
。
共
通
貨
幣
の
間
に
あ
り
て
は
代
替
卒
僚
が

同
一
な
る
金
面
脚
本
位
通
貨

ω軍
位
純
分
の
比
量
で
あ
っ
て
其
は
一
定
不
動
で
あ
る
を
特
色
E
す
る
。
然
る
に
異
積

の
金
属
を
本
位
己
す
る
国
々
の
間
|
|
金
貨
国
芭
銀
貸
園
Z
の
間
|
|
に
於
て
は
、

一
因
貨
幣
が
他
国
貨
幣
ぜ
な



る
に
は
異
種
金
属
を
取
換
ふ
る
を
要
す
る
故
に
、
雨
者
間
に
共
通
の
基
礎
な
く
、
主
(
等
の
貨
幣
聞
の
代
答
卒
贋
は

異
積
金
属
の
交
換
比
率
で
あ
っ

t
、
其
は
金
属
の
市
岡
閣
の
竣
動
に
件
ふ
て
援
動
す
る
0

・
英
に
不
換
紙
幣
闘
は
其
等

の
問
に
於
て
、
又
其
等
正
金
属
貨
幣
岡
Z
の
間
に
於
て
杢
〈
何
等
の
物
質
的
共
通
の
基
礎
な
き
故
仁
、
吐
(
等
の
代

替
卒
債
は
後
に
遁
よ
る
如
く
貨
幣
其
も
の
よ
り
来
ら
す
し
て
、

カ
ツ
セ
戸
数
授
の
唱
ふ
る
如
ぐ
貨
幣
の
在
内
購
買

力
の
謝
比
に
よ
っ
て
定
ま
り
、
其
は
購
買
力
の
愛
読
に
件
ふ
て
愛
動
す
る
。
而
し
て
紙
幣
問
に
は
、
金
貨
及
銀
貨

聞
の
如
き
金
属
の
産
出
吉
一
五
ふ
自
然
的
制
限
す
ら
も
存
し
な
い
か
ら
、
代
替
卒
債
の
盤
動
は
会
〈
無
制
限
に
生
じ

得
る
o

斯
の
如
〈
貨
幣
閑
仁
共
通
の
成
立
基
礎
な
〈
、
代
替
卒
慣
が
愛
動
す
る
も
の
を
相
互
の
謝
立
よ
り
見
て
別

殊
貨
幣

z一五ふ。

序
に
代
替
苧
債
の
意
義
に
就
て
少
し
く
付
言
し
た
い
。
卒
耐
恨
ご
は
二
財
の
経
抽
出
回
恨
値
の
相
等
な
る
こ

Z
を
指

し
、
交
換
し

τも
損
せ
十
盆
せ
ぎ
る
二
財
の
一
定
分
量
で
あ
る
G

従
っ
て
卒
僚
に
は
ニ
財
に
謝
す
る
償
値
判
断
が

一
定
不
勤
の
一
一
宇
田
恒
Z
絶

b
十
鐙
動
す
る
弔
問
恒
吉
が
め
る
。

弔
問
恒
正
は
卒
穏
の
痕
値
で
な
〈
、
平
準
の
国
間
値
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
金
銀
潟
替
又
は
紙
勝
第
替
に
も
卒
債
が

不
援
な
る
場
令
官
踊
鈍
化
す
る
場
合
ぜ
あ
る
に
由
っ
て
、

あ
名
。
叉
卒
債
は
交
換
を
惹
起
せ

5
る
所
の
封
等
調
値
で
あ
る
が
、
濁
り
内
外
貨
幣
の
代
替
に
あ
っ
て
は
卒
僚
に

て
も
交
換
が
行
は
る
、
。
こ
れ
貨
幣
が
賊
買
力
で
あ

b
、
外
国
貨
幣
を
以
て
購
買
す
る
外
闘
の
版
貰
財
に
劃
し
・

白
己
の
提
供
す
る
慣
位
以
上
の
不
平
等
の
債
備
を
認
な
る
か
ら
で
あ
る
。

論

議

世
界
白
貨
椿
交
調

第
十
丸
巻

(
第
三
観

一
) 

一一



;市

設

世
界
百
貨
幣
交
部

第
十
九
笹

(
第
三
焼

四
) 

一

次
に
現
代
に
於
り
る
共
通
貨
幣
ピ
別
殊
貨
幣
ご
の
組
別
が
如
何
に
な
り
居
る
か
を
見
る
に
、
支
那
及
び
香
港
は

銀
貸
本
位
制
を
探
り
其
等
が
一
組
の
共
通
貨
融
市
吉
な
っ
て
居
る
。
其
他
の
闘
は
世
界
大
戦
前
ま
で
は
皆
金
本
位
制

を
採
h
、
英
中
に
も
筏
準
た
る
金
銭
替
本
位
制
の
闘
又
は
殖
民
地
が
金
貨
潟
替
を
共
通
芭
す
る
に
止
ま
る
外
は
、

先
進
園
の
総
て
が
金
貨
の
自
由
供
給
及
び
自
由
輸
出
を
認
な
る
金
貨
園
E
し
て
最
も
勢
力
ゐ
る
共
通
貨
幣
の
大
集

闘
を
成
し
て
居
た
。
然
る
に
世
界
大
戦
ご
な
っ
て
是
等
の
諸
闘
は
皆
な
金
の
輸
出
を
禁
止
し
且
つ
法
律
上
叉
は
事

費
上
金
貨
究
換
を
停
止
し
て
事
費
上
の
不
換
紙
幣
岡
正
な
h
、
金
貨
岡
聞
の
共
通
貨
幣
は
四
分
五
裂
し
た
o
今
日

に
於
て
は
、
金
の
聡
出
禁
止
を
解
除
せ
る
米
国
及
び
瑞
典
の
貨
幣
が
共
通
貨
幣
ご
な
れ
る
の
み
に
て
、
主
(
鈴
は
倫

ほ
不
換
紙
幣
の
ま
、
に
別
殊
貨
幣
ご
な
っ
て
居
る
。
但
し
是
等
の
紙
幣
図
Z
雌
も
紙
融
市
本
位
制
を
採
用
し
た
る
誇

で
は
な
く
、
依
然
ご
し
て
金
本
位
を
竜
踊
し
其
下
に
代
表
通
貨
た
る
不
換
紙
幣
を
流
通
せ
し
め
居
る
仁
過
ぎ
な

ぃ
。
即
ち
能
動
的
に
は
紙
幣
国
で
あ
る
が
、
所
動
的
に
は
金
貨
闘
で
あ
る
。
従
っ
て
紙
幣
闘
に
担
割
し
金
貨
闘
よ
h

金
を
聡
迭
し
金
貨
の
鋳
遣
を
求
時
之
を
以
て
購
買
す
る
こ
ご
も
可
能
で
あ
る
o

併
し
紙
幣
の
償
値
は
多
少
の
差
は

あ
る
も
総
て
金
貨
よ
り
も
下
落
し
居
る
が
故
に
金
貨
を
紙
幣
国
に
持
込
む
徐
地
な
く
、
主
(
酔
却
が
紙
幣
闘
の
金
輪
出

禁
止
吉
相
待
っ
て
、
代
表
通
貨
た
る
不
換
紙
幣
を
殆
ど
本
位
紙
幣
の
如
き
紋
態
に
置
い
て
居
る
。
斯
く
多
数
の
図

が
紙
幣
岡
正
な
れ
る
結
果
Z
し
て
、
米
闘
の
如
〈
早
〈
も
金
貨
図
に
復
蹄
せ
る
に
も
拘
ら
す
・
殆
ど
共
通
貨
婚
の

数
呆
を
収
め
得
な
い
γ

で
、
多
数
の
紙
幣
闘
に
濁
し
て
之
Z
同
様
仁
別
殊
賃
借
首
仁
止
ま
る
外
は
な
い
V
O

是
仁
於

τか



吾
人
は
知
晶
、
金
貨
図
の
有
利
な
る
鮎
は
己
れ
白
ら
金
貨
園
た
る
が
故
に
あ
ら
す
し
て
、
寧
ろ
他
国
も
共
に
金
貨

闘
ご
な
り
て
共
通
の
地
盤
に
立
つ
が
放
な
る
咽
』
ご
を
。

世
界
貨
幣
の
作
用
及
び
其
放
果
は
、
各
国
の
貨
幣
が
多
く
共
通
貨
幣
ご
な
る
だ
り
之
を
増
大
し
、
別
殊
貨
常
吉

な
る
だ
け
之
を
減
少
す
る
。
蓋
し
共
通
貨
幣
聞
の
代
替
卒
僚
は
不
動
な
る
故
に
之
に
よ
っ
て
世
界
の
貨
幣
交
通
を

も
安
定
せ
し
め
、
別
殊
貨
幣
聞
の
代
替
卒
僚
は
時
出
動
す
べ
き
傾
向
ゐ
る
故
に
之
に
よ
り
て
世
界
の
貨
幣
交
通
を
も

動
指
せ
し
む
る
c

如
何
に
せ
ば
大
戦
前
の
如
き
共
通
貨
幣
に
復
蹄
L
得
ぺ
き
か
、
之
れ
現
代
の
世
界
の
最
も
重
大

に
し
て
且
つ
困
難
な
る
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
吾
人
は
此
の
問
題
を
考
察
す
る
最
も
卑
近
な
る
端
緒
ご
し
て
、
共

通
貨
幣
さ
別
殊
貨
幣
己
の
交
通
航
態
を
調
照
し
て
見
た
い
。
而
し
て
前
者
に
就
て
は
大
戦
前
に
存
し
た
る
金
貨
園

間
の
交
通
妹
態
を
尋
ね
、
後
者
に
就
て
は
大
戦
後
に
現
は
れ
た
る
紙
幣
闘
聞
の
交
通
紋
態
を
観
察
す
る
で
あ
ら
う
。

四

金
貨
園
聞
の
貨
幣
交
通

金
貸
悶
聞
の
貨
幣
交
通
の
中
、
金
貨
潟
替
の
問
題
は
、
改
め
て
設
問
す
る
を
要
し
な
い
ほ
ど
に
世
間
周
知
の
こ

ご
で
あ
る
が
、
唯
戸
議
論
の
順
序
ご
し
て
此
の
問
題
よ
り
遁
べ
て
行
き
た
い
。
金
貨
闘
の
問
に
於
て
は
各
闘
の
貨

幣
が
箪
位
純
乱
?
を
異
じ
す
る
の
み
仁
て
其
の
質
を
岡
ふ
し
、
且
つ
一
闘
の
金
貨
は
輸
送
せ
ら
れ
て
無
制
院
に
他
国

の
金
貨
ご
な
h
得
る
が
故
に
、
各
国
貨
鮮
の
野
外
代
替
僚
値
は
金
貨
の
純
分

ω比
量
に
よ
ち
て
定
ま
る
代
替
平
債
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四

に
金
の
聡
迄
費
を
(
鋳
遣
手
数
料
を
要
せ
ば
之
を
も
)
加
へ
若
〈
は
減
じ
允
る
正
貸
出
λ
黙
の
夜
度
に
限
定
せ
ら
る

る
o

此
の
代
替
償
値
の
限
界
は
、
各
国
市
場
に
於
け
る
貨
幣
の
購
買
力
若
く
は
物
療
Z
閲
係
な
〈
、
車
に
貨
幣
の

資
料
が
共
通
で
あ
り
、
且
つ
貨
幣
の
自
由
供
給
及
び
自
由
輸
出
が
認
め
ら
る
、
宝
石
ふ
貨
幣
其
も
の
、
性
質
に
基

〈
O

此
貼
が
祇
幣
の
代
替
問
恒
値
の
決
定
吉
異
る
最
も
著
し
い
特
色
で
あ
る
。

金
貨
聞
の
代
替
債
値
は
如
上
の
限
界
を
有
す
る
が
故
に
、
此
程
度
の
代
替
煩
伎
を
通
ほ
し
て
外
岡
市
場
の
物
侵

を
見
る
ご
き
は
、
一
閥
貨
幣
の
封
外
債
値
が
或
程
度
に
限
定
き
る
、
。
内
外
の
市
場
に
注
目
す
る
者
は
、
雨
市
場
に

於
げ
る
等
し
き
又
は
等
し
か
る
べ
き
販
貢
財
を
目
標
Z
し
て
白
岡
貨
幣
の
在
内
債
佐
古
謝
外
債
値
ご
を
比
較
し
、

在
内
債
依
宜
向
り
れ
ば
貨
物
の
輸
出
を
企
て
、
劃
外
国
慣
伎
高
け
れ
ば
聡
入
を
試
む
る
。
貨
物
の
輸
出
入
共
他
の
原
因

に
よ

h
て
外
図
貨
融
市
の
需
要
及
び
提
供
を
生
じ
、
其
が
貫
際
の
縛
替
相
場
を
決
定
す
る
o

此
の
貫
際
の
匁
替
相
場

-2 
積
界
ご
名
づ
〈
る
な
ら
ば
、
矯
替
相
場
は
卒
債
界
に
て
一
定
不
動
で
め
る
ご
一
-
一
一
口
ひ
得
る
。
従
っ
て
卒
債
界
の
内
に

は
更
に
白
岡
貨
幣
の
艶
外
債
値
を
決
定
し
、
之
に
よ
b
て
互
に
輸
出
入
を
惹
起
し
潟
替
相
場
を
務
動
せ
し
む
る

一
定
せ
る
内
外
金
貨
の
純
分
の
比
率
を
平
田
慣
貼
ご
し
、
之
に
基
い
て
略
ぽ
一
定
せ
る
正
貸
出
入
貼
の
間
を
卒

於
り
る
怨
替
相
場
の
高
低
並
に
之
さ
互
に
因
果
関
係
を
有
す
る
貨
物
の
輪
出
入
其
他
の
封
外
股
支
の
原
因
を
無
鵡

す
る
な
ら
ば
1

i
其
は
叉
大
局
よ
り
見
れ
ば
無
視

L
得
る
が
1
1
i
、
金
貨
園
聞
の
代
替
卒
慣
は
常
に
不
動
に
し
て

且
つ
毎
に
卒
債
を
以
て
代
替
さ
れ
、
此
の
代
替
は
金
に
非
す
し
て
閲
定
貨
幣
た
る
が
放
を
以
て
、
刷
局
替
又
は
雨
替



の
需
要
及
提
供
が
麹
合
せ

Y
る
場
合
に
は
、
金
貨
を
轍
迭
し
て
、
外
岡
金
貨
仁
改
鋳
す
る
の
で
あ
る
。

金
貨
岡
聞
に
ゐ

h
て
は
貨
幣
の
代
替
債
佐
が
平
債
界
を
限
み
り
て
一
定
不
動
な
る
が
故
に
、
是
等
の
図
々
の
市
場

が
異
れ
る
閥
定
貨
幣
の
下
に
あ

h
、
且
つ
貨
幣
田
中
位
を
異
に
し
て
版
資
財
の
呼
低
に
大
小
の
差
を
生
宇
る
も
、
事

買
に
於
て
は
是
等
諸
国
の
市
場
が
相
合
し
て
自
然
的
に
同
一
貨
幣
の
流
通
地
域
t
な
る
。
従
っ
て
各
闘
の
販
資
財

が
同
一
基
準
に
よ
h
て
債
格
の
高
侭
を
比
較
さ
れ
仮
債
の
園
よ
h
J
高
岡
恨
の
闘
に
移
動
す
る
欣
態
は
、
恰
も
岡
内
市

場
に
於
げ
る
さ
異
ら
な
い
。
但

r岡
際
市
場
が
囲
内
市
場
吉
相
違
す
る
酔
聞
は
前
者
に
閥
税
ゐ
h
て
貨
物

ω洗
遜
を

妨
h
i
o
こ
芭
で
あ
る
。
運
賃
の
如
き
は
闘
士

ω庚
牧
及
び
通
運
機
関
の
整
合
仁
肉
b
、
園
内
市
場
が
必
し
も
園
際

市
場
よ
h
も
仮
廉
な
る
諜
で
は
な
い
。
販
寅
財
の
園
際
移
動
は
各
闘
を
渇
じ
て
見
た
る
物
債
の
級
品
到
的
差
異
に
よ

b
て
惹
起
せ
ら
れ
、
物
煩
高
温
』
闘
は
多
〈
聡
入
L
其
の
低
き
闘
は
多
〈
総
出
す
る
。
斯
か
る
貨
物
の
移
動
は
、
各

国
に
於
げ
る
貨
物
の
需
要
及
び
提
供
の
愛
化
ご
購
買
力
の
伸
縮
芭
に
よ
り
て
中
和
し
、
自
ら
各
闘
の
物
同
慣
を
平
均

せ
し
む
る
傾
向
が
ゐ
る
も
、
夏
に
各
国
の
聞
に
通
貨
の
伸
縮
叉
は
購
買
欲
の
増
減
に
よ
り
て
物
債
の
懸
隔
を
生
中

る
ご
き
は
、
復
党
貨
物
の
闘
際
移
動
を
新
た
に
促
進
す
る
の
で
あ
る
。
蕊
に
一
言
す
べ
き
こ
己
は
内
外
の
物
債
を

比
較
す
る
場
合
に
於
て
貨
物
の
種
類
の
差
異
に
基
く
比
較
方
訟
の
相
違
で
あ
る
。
内
外
の
市
場
仁
於
て
提
供
苫
る

る
同
穏
同
品
質
の
貨
物
に
就
て
債
格
の
高
低
を
比
較
す
る
は
最
も
容
易
な
る
が
、
説
れ
か
一
方
の
市
場
に
於
て
の

み
提
供
さ
阜
、
貨
物
に
就
て
償
格
の
高
低
を
判
定
す
る
場
合
に
は
究
の
匿
別
が
あ
る
。
若
し
、

一
方
の
市
場
の
み
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一
入
)

-~ ，、

に
提
供
3
る
、
貨
物
が
軍
仁
品
質
的
優
良
な
る
の
み
な
ら
ば
、
共
の
債
格
を
他
方
の
市
場
に
存
す
る
同
種
の
一
品
質

劣
等
な
る
も
の
、
市
須
正
針
照
L
て
比
較
を
試
な
る
。
又
一
方
の
市
場
の
み
に
提
供
さ
る
、
貨
物
が
会
〈
他
方
の

市
場
に
存
什
一

F
る
穏
類
の
も
の
な
ら
ば
、
代
用
品
あ
ら
ば
之
芭
針
照

L
、
主
(
も
無
け
れ
ば
英
貨
物
が
其
他
方
の
市

場
に
入
っ
て
幾
許
の
巾
債
を
有
し
得
べ
き
か
を
判
断
し
て
之
を
提
供
市
場
の
債
格
ご
比
較
す
る
の
で
あ
る
。

衣
に
金
貨
閥
聞
に
ゐ
・
り
で
は
貨
幣
の
成
立
基
礎
が
共
通
な
る
故
仁
、
正
貨
轍
迭
の
方
法
仁
よ
れ
ば
無
制
限
に
勢

外
支
出
又
は
枚
入
を
な
し
得
る
の
で
あ
る
。
之
を
劃
外
牧
支
の
ま
な
る
原
因
た
る
貿
易
に
就
て
見
る
に
、
物
師
幌
高

t
又
は
多
種
多
国
軍
の
需
要
財
が
自
国
に
て
生
産
さ
れ
5
る
闘
に
ゐ

h
τ
は
無
制
限
に
外
岡
目
聞
を
輸
入
し
、
之
ご
反

封
の
状
況
に
ゐ
る
闘
は
無
制
限
に
困
産
品
を
輸
出
す
る
傾
向
が
ゐ
る
o

加
盟
…
諭
此
の
潟
め
に
或
閣
は
文
出
超
過
ご
な

h
J
他
国
は
牧
入
超
過
ご
な
る
も
、
主
(
は
少
し
も
鋳
替
又
は
正
賞
聡
迭
に
由
る
卒
腐
界
内
の
代
替
贋
格
を
動
か
す
ニ

ご
な
〈
、
代
穏
健
格
は
調
外
牧
支
の
偏
差
を
矯
正
す
る
カ
を
有
し
な
い
。
極
端
に
言
へ
ば
一
闘
は
支
出
の
み
で
あ

'
り
、
他
国
は
牧
入
の
み
で
あ
る
場
合
す
ら
も
怨
像
し
得
ら
る
、
、
濠
洲
の
金
産
出
多
大
な
り
し
頃
に
は
、
大
部
分

の
需
要
品
ぞ
輸
入

L
之
に
謝
し
て
金
を
供
給
し
た
o

此
場
合
に
は
金
ご
他
の
貨
物
ご
が
交
換
さ
れ
た
ご
も
言
ひ
得

ら
る
、
が
、
金
は
英
本
国
立
(
他
の
園
に
濁
し
一
一
般
交
換
能
力
を
有
す
る
財
ご
し
て
供
給
せ
ら
れ
た
る
誇
な
れ
ば
、

金
を
産
出
せ

F
る
図
が
卦
外
支
出
超
過
の
際
に
正
貨
を
聡
迭
し
て
支
出
を
賀
行
す
る
ご
異
る
所
は
な
い
。

金
貨
困
問
に
於
け
る
政
入
超
過
又
は
支
出
超
過
は
、

E
貨
の
増
減
に
由
っ
て
通
貨
及
び
信
用
の
伸
縮
Z
な
り
・

弐
で
物
債
の
騰
落
Z
な
h
、
輪
出
入
の
方
向
鞠
換
ご
な
h
、
終
に
牧
支
の
反
品
割
増
減
ご
な
h
て
牧
入
又
は
支
出
超



過
を
無
制
限
に
増
加
せ

L
め
ま
る
傾
向
も
あ
る
o

さ
れ
ど
宮
源
乏
し
〈
「
中
業
進
ま

e
さ
る
閥
民
は
貨
物
輸
入
の
必
要

に
駆
ら
れ
、
外
資
に
由
っ
て

E
貨
を
補
充
L
、
輸
入
超
過
及
ぴ
支
出
超
過
を
継
続
し
・
宮
源
豊
か
に
工
業
構
ん
な

る
閥
民
は
過
剰
の
正
貨
を
外
国
に
投
下
し
て
、
依
然
輸
出
超
過
又
は
投
資
利
得
に
由
つ
一
て
枚
入
超
過
を
持
繭
す
る

傾
向
も
亦
現
貨
に
之
を
見

4

る
。
此
の
枚
入
超
過
又
は
支
出
超
過
が
長
(
繊
維
し
符
る
所
以
は
、
貨
鮮
の
代
替
優
位

が
不
動
な

ι故
に
各
闘
の
物
岡
聞
の
絶
品
剖
的
差
異
が
劃
外
牧
入
又
は
支
出
の
原
因
を
な
し
、
且
つ
無
制
限
の
股
入
叉

は
支
出
を
可
能
な
ら
し
め
、
叉
代
替
問
恨
値
の
不
動
が
園
民
間
に
於
け
る
資
金

ω貸
借
を
確
質
容
易
な
ら
し
む
鮎
に

存
す
る
の
で
ゐ
る
o

而
L
て
長
〈
支
出
超
過
を
綴
〈
る
闘
は
絡
に
は
外
債
ぞ
募
り
得
ゲ
る
に
及
ん
で
金
本
位
制
を

保
持

L
得
F
る
に
至
る
ぺ
〈
、
長
〈
牧
入
超
過
を
絞
〈
る
図
は
絡
に
は
劃
外
投
資
の
徐
地
な
き
に
至

h
1
、
通
貨

の
氾
濫
を
避
〈
る
縛
め
に
巳
む
な
〈
毘
貨
を
封
印

L
t
流
通
界
よ
り
除
斥
[
、
品
百
貨
の
自
由
供
給
を
制
限

L
若
く

は
金

ω輸
入
を
禁
止
し
、
こ
れ
亦
過
ぎ
た
る
は
及
ば
グ
る
が
如
〈
、
結
局
、
金
本
位
制
を
改
援
す
る
外
は
な
い
で

あ
ら
ふ
。
然
ら
ば
新
の
如
き
金
貨
の
不
足
に
苦
L
む
己
主
(
の
過
剰
に
苦
し
む
ご
の
二
様
の
結
果
は
.
果
し
て
金
本

位
制
其
も
の
に
固
着
す
る
敏
駄
の
露
視
で
あ
る
か
、
或
は
軍
に
金
本
位
制
の
運
用
の
拙
劣
な
る
斜
め
で
あ
ら
う

か
、
熔
た
此
の
本
位
制
が
一
二
の
閤
民
を
犠
牲
ご
す
る
こ
芭
あ

h
ご
す
る
も
世
界
経
済
上
の
貨
幣
交
通
制
正
し

τ

は
未
だ
之
に
勝
る
も
の
な
し
さ
見
て
、
各
閥
血
中
っ
て
之
が
支
持
に
努
力
す
る
に
至
る
で
あ
ら
ふ
炉
。
五
日
人
は
是
等

一
慮
、
金
本
位
制
ぜ
反
針
の
特
徴
を
有
す
ご
思
は
る
、
紙
幣
国
間
の
交
通
航
態
を

観
察
し
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
O

(

未
完
)

の
問
題
を
考
慮
す
る
に
先
も
、
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